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　　須知至楽在于今　　○○●●●○◎　　須らく知るべし 至楽 今に在るを
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1 鵝湖の会については、例えば陳栄捷氏「鵝湖之会」（『朱子新探索』、台湾学生書局、1988 年 4 月、所収／
564 ～ 567 頁）、束景南氏「鵝湖之会」（『朱子大伝』、福建教育出版社、1992 年 10 月、所収／ 336 ～ 347 頁）
など、多数の研究の蓄積がある。また陳来氏『朱子哲学研究』（華東師範大学出版社、2000 年 9 月）は、
従来朱陸の仲介者と見なされてきた呂祖謙（東莱）が、当初より朱熹とともに、二陸批判に努めていたこ
とを指摘する（356 ～ 357 頁）など、示唆に富む。
2 筆者の陸九淵研究の成果は、拙著『陸九淵と陳亮　朱熹論敵の思想研究』（早稲田大学出版部、2014 年 10
月）、拙稿「陸九渊哲学新考　陸九渊是否為“心学”思想家？」（『江南大学学報　人文社会科学版』14-3、
2015 年 5 月）などを参照。また陸九淵の門弟にかんするものとして、拙稿「陸九淵とその初伝の門弟　
傅夢泉と楊簡を中心に」（『実践女子大学CLEIP ジャーナル』1、2015 年 3 月）、拙稿「陸学の「人心」「道心」
論　いわゆる「朱陸折衷」の淵源を辿る」（『言語　文化　社会』15、2017 年 3 月）などがある。本稿は、
これらの成果を踏まえたうえで、鵝湖の会における二陸の詩二首を再読することを目的とする。
3 拙稿「陸九淵の思想における他者の役割」（『早稲田大学大学院文学研究科紀要』53-1、2008 年 2 月／のち
注 2所引の拙著に再録）で触れた。









6 『陸九淵集』の引用は、いずれも鍾哲氏による評点本（中華書局、1980 年 1 月）を使用した。なお引用に
際しては、適宜句読点等の符号を改め、また基本的に新字で統一し、「余」と「餘」、「芸」と「藝」等、
新字に改めては判別が不能な文字のみ本字のままとした。









＊ 本稿は、2013 年 9 月 7 日、日本漢詩文学会・第 2回例会（共立女子大学）での口頭発表「陸九淵思想の
再検討　いわゆる「六経註脚論」を中心に」の一部を基とし、加筆訂正したものである。
＊ 本稿の脱稿後、陸九淵再伝の弟子である包恢（宏斎、1182 ～ 1268 ／陸九淵「語録」記録者の一人、包揚の子）
による以下の記事を目にする機会があった。これは陸九淵詩の頷聯に着目したもので、筆者の説を補強
するものであると思われるので、ここに挙げておきたい。「況今有近於入門入路一歩之初、遽止而不復進
歩、豈先生之学哉。抑嘗記先生之詩乎、涓流積至滄溟水、拳石崇成泰華岑。先生、滄溟泰華也。学者或
止涓流拳石、而未知有積至崇成之功用。」（『敝帚稿略』巻 3、「象山先生年譜序」／四庫全書本、4葉裏）
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